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  第一区分 一粒の麦の物語


  



  
    一粒の麦がもし地に落ちて死ななければ、それは一粒のままです。しかし、もし死ねば、多くの実を結びます。（ヨハネによる福音書十二章二四節）

  


  



  　最初にこの節を語られたのは、明らかに主イエスご自身でした。しかし主は、「王国の子供たち」をご自身との全き交わりに召すために、「もしわたしに仕えるというなら、その人はわたしについてきなさい」と付け加えられました。それは、彼らも自分のいのちを放棄することにより、多くの実を結び、御父に栄光を帰すためでした。ただし、それは罪の贖いの面においてではないことを覚えておく必要があります。なぜなら、「彼は一人で酒ぶねを踏み、民の中に彼とことを共にするものはなかった」からです。それは、「犠牲を通して実を結ぶ」という法則に、従順に従うことにおいてです。もし自分の存在目的をまっとうしたいなら、今日彼に従う私たちは、最初の麦粒としてご自身のいのちをお与えになった方に結合される必要があります。


  　神の麦粒の歴史をたどるには、その「始まり」のたとえである、種を蒔く人のたとえに戻る必要があります。


  
    「イエスは彼らに言われた。『このたとえがわからないのですか？そんなことで、いったいどうしてすべてのたとえを理解できるでしょう？』」（マルコによる福音書四章十三節）

  


  　種がどのように聖霊によって芽生え、魂の中で神のいのちの始まりとなるのかを理解しなければ、どうしてそのいのちの発達や、その後の成長過程を、それが他のたとえで語られた時、理解できるでしょう？またどうして、最初の麦粒である主がご自身のいのちを死に至るまで注ぎ出すことによって啓示された「犠牲の法則」を、理解できるでしょう？なぜなら、王国の奥義の真の知識は、私たちのうちにある隠された王国のいのちの発達と、つねに呼応するからです。


  



  Ⅰ．始まりのたとえ　種を蒔く人と種と土地


  
    「見よ。種を蒔く人が種蒔きに出かけた。」（マルコによる福音書四章三節）

  


  　種を蒔く人は、おそらく農夫である主ご自身か、あるいは、主の命令によって遣わされた労働者たちを意味するのでしょう。いずれにせよ、魂を追い求めることや、いのちの種を蒔くことは、すべて神の側から、神ご自身をもって始まります。「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された」（ヨハネによる福音書三章十六節）。


  



  種を蒔く人が蒔いた種


  
    「種は神の言葉です。」（ルカによる福音書八章十一節）

    「王国の言葉」（マタイによる福音書十三章十九節）

  


  　書き記された御言葉の中には、永遠のいのちの胚珠が含まれています。生ける御言葉である神のキリストは、書き記された御言葉の中に隠されています。それが人の心の中に植えられる時、新しいいのちが伝達され、人々は「真理の御言葉をもって生まれ」ます（ヤコブの手紙一章十八節）。「あなたたちが再び生まれたのは、朽ちる種からではなく、生ける、いつまでも存続する、神の御言葉によるのです」（ペテロ第一の手紙一章二三節）。


  



  種が蒔かれた土地


  
    「ある種は道ばたに落ちた。」（マルコによる福音書四章四節）

    「ある種は岩地に落ちた。」（マルコによる福音書四章五節）

    「ある種はいばらの中に落ちた。」（マルコによる福音書四章七節）

    「他の種は良い地に落ちた。」（マルコによる福音書四章七節）

  


  　種はみな同じ種であり、同じいのちの胚珠を持ち、同じ可能性を秘めていました。しかし、種は四種類の心の中に蒔かれ、四つの異なる結果を迎えました。おお、この「始まり」のたとえはなんと厳粛なことか！多くのことがはじめにかかっているのです！


  



  Ⅱ．種蒔き


  



  道ばたに蒔かれた種


  
    「道ばたに落ちるとは、こういう人たちのことです。御言葉を聞いたが、後から悪魔が来て、御言葉を持ち去ってしまうのです。」（ルカによる福音書八章十二節）

  


  　地表にある種は、たやすく取り去られてしまいます。いのちの言葉の種が蒔かれたところには、必ず悪魔がやって来ます！悪魔は「直ちに」やって来て、種を奪い取らなければなりません。それは、聞く人に考えるゆとりを与えないためです。悪魔は、「彼らが信じて救われる」ことを恐れます。


  　悪魔が何としても奪い取りたいのは、神の御言葉です！神の使者はこれを覚えておきましょう。悪魔は御言葉に関する演説を恐れません。悪魔が恐れるのは、いのちの胚珠を含む御言葉そのものです。演説がどんなに素晴らしくて雄弁だったとしても、真の「種」を全く含んでいないかもしれませんし、聴衆の心の土地に全く届かないかもしれないのです。


  



  岩地に蒔かれた種


  
    「岩の上に落ちるとは、こういう人たちのことです。聞いたときには喜んで御言葉を受け入れますが、根がないので、しばらくは信じていても、試練のときには退いてしまいます。」（ルカによる福音書八章十三節、マルコによる福音書四章十五節）

  


  　これらの聞き手は、喜んで御言葉を受け入れます。彼らは深く感動しますが、彼らの中には根がありません。彼らが深く根を下ろすには、岩地を耕し、石を集めて捨てる必要があります。種を蒔く人は種を蒔くだけでなく、耕された土地に種を蒔かなければなりません。


  　この二種類の土地に蒔かれた種は、全く無駄になります。聞き手は、他の種蒔きが再び来るまで（そのような機会があると良いのですが）、待たなければなりません。


  



  いばらの中に蒔かれた種


  
    「他の種はいばらの中に落ちた。するといばらが伸びて、それをふさいでしまったので、何の実も結ばなかった。（中略）いばらの中に蒔かれるとは、こういう人たちのことです。これらの人たちは御言葉を聞いてはいますが、この世の思い煩いや、富の惑わしや、その他の欲望が入ってきて、御言葉をふさいでしまうので、実を結ばないのです。」（マルコによる福音書四章七、十八、十九節）

  


  　ここでは、いのちの種は根を下ろし、成長しました。それは心の中に植えられましたが、成熟に達するための十分な余地がありませんでした。いのちの種は、（１）思い煩い、（２）富、（３）快楽または（４）「その他のもの」への愛によって、ふさがれてしまいました。


  　ここで私たちは、心を開いて神の御言葉を受け入れはしたものの、欲望から一度も清められたことがなく、神に全く明け渡したこともない人を見ます。このような肉的なクリスチャン、実を結ばないクリスチャンが、なんと多いことでしょう！彼らは実を熟すに至りません（ルカによる福音書八章十四節、黙示録三章二節と比較せよ）。彼らは決して、「神の麦粒になる」という本来の目的に達しません。「小さな麦の葉が姿を現し始めた」という意味では実がありますが、それは弱く、もろく、成長を阻まれています。


  　「始まり」のたとえが「実を熟すに至らない」という結末を示している以上、いばらの土地にはもはや全く手のつけようがないのでしょうか？神に感謝します、そんなことはありません。なぜなら他のたとえが、神がどのように実を結ばない魂を取り扱われるのかを述べているからです。いばらの土地からいばらを取り除いて、いのちの種を成熟させることができるのです。


  　預言者イザヤは旧約の言葉を用いて、いばらを生じさせる生活を対処する神の方法を、生き生きと私たちに見せています（これは第一に、イスラエルについて語られました）。


  
    「万軍の主は、火の燃えるような炎を燃やされる。イスラエルの光は火となり、その聖者は炎となり、そのいばらと、おどろとを一日のうちに焼き尽くす。また、魂から体に至るまでも焼き尽くす。」（イザヤ書十章十六～十八節）

  


  　地上のいばらは、かつて神のキリストを苦しめる茨の冠になりました。そしてそれは、彼に従う私たちの道を茨の道にします。このような地上のいばらは、焼かれねばなりません。次の御言葉がその意味を簡潔に示しています。


  
    「聖霊を受けなさい。」（ヨハネによる福音書二〇章二二節）

    「人の心を知っておられる神は、彼らに聖霊を与え、彼らの心を信仰によって清めて、彼らのために証しされたのです。」（使徒の働き十五章八、九節）

  


  　多くの人は、救い主イエス――永遠のいのちの賜物である主ご自身――を受け入れる時、復活された主の賜物――慰め主なる聖霊――も受け入れられることを知りません！聖霊は、信者に臨んで心を清め、神のキリストの実際を絶えず深く啓示してくださいます。しかし、これを知っている人はわずかしかいません！いのちの種を成熟に至らせるには、聖霊に全存在を治めてもらわなければなりません。


  　主イエスは、「慰め主が来るとき、彼はわたしについて証しします」（ヨハネによる福音書十五章二六節）と仰せられました。聖霊は、贖い主が成就された御業を証しし、カルバリの十字架の真の内的知識を与え、さらに復活・昇天された主を啓示してくださいます。聖霊は、十字架につけられた方の死を適用することにより、私たちの心を古い欲望から清めてくださいます。また、十字架の力を常に働かせることによって、いばらを生じさせる地的ないのちから私たちの心を分離してくださいます。こうして、天的ないのちが私たちの内で成長し、成熟します。なぜなら、「十字架の言葉は、救われつつある私たちには、神の力だからです」（コリント人への第一の手紙一章十八節）。


  



  第二区分 その麦粒の物語


  



  
    良い地に落ちたものとは、誠実で善良な心で御言葉を聞き、それを堅く保ち、忍耐をもって実を結ぶ人たちです。（ルカによる福音書八章十五節）

  


  



  　さて、良い土地に植えられたいのちの種の物語を追うことにしましょう。最良の始まり方をしたいのちは、直ちに成熟に達します。主に奉仕している種蒔き人たちは、これを覚えておきましょう。人々が良い始まりをするよう、心がけましょう。種を蒔く時、もっと注意して、最初にできるだけ有利な条件で、回心したばかりの人たちを世に送り出すようにしましょう。しかし、さらに重要なことがあります。それは、私たち自身のレベルが、私たちがキリストに導く人々のレベルを決めることがしばしばある、ということです。弱い木は貧弱な実を結びます。私たちのうちにあるいのちを強く保ちましょう。そうするなら、私たちがキリストのために獲得する人々のいのちも強いでしょう。


  　主は、誠実な人を良い土地として描写しておられます！聖なる神の御子は、「神以外に良い者はいません」と言われました！使徒パウロは、「善を行う者はいない、一人もいない」と付け加えました。ですから、良い心とは誠実な心――自分自身と神に対して誠実であり、真理を知り、それを行おうとする動機において誠実な心――を意味するようです。


  　誠実な心は自分の罪を覆い隠そうとしませんし、それを「環境」や「教育」のせいにしません。また、神の真理を侵害したり、「自分の義を立て」ようともしません。他の人は、「私は他の人々のようではないことを、あなたに感謝します」と言うかもしれませんが、誠実な心は、「神よ、罪人の私をあわれんでください」と叫びます。誠実な心は、自分自身について誠実であり、自分に関する真理を、たとえそれがどんなに不面目なものだったとしても、知ることを願います。また、罪を除き去り、神の条件に従って救いを受け入れることを、誠実に願います。


  　罪をその罪深さゆえに誠実に放棄するなら、いのちの言葉に適した良い土地ができあがります。多くの人は、罪をその極度の罪深さゆえに悲しむ以上に、罪の結果を悲しんでいます。


  　誠実な心は、「御言葉を聞いて、それを理解」します（マタイによる福音書十三章二三節）。なぜなら、誠実に真理に従うことを願う人に対して、御霊は真理を啓示してくださるからです。御霊は、難問に悩む誠実な魂を教えてくださいます。しかし、単なる好奇心を満足させることを拒まれます*。


  
    *「ヘロデはイエスが何か奇跡を行われるのを見たいと望んでいた。そこで、多くの言葉で質問したが、イエスは何もお答えにならなかった。」（ルカによる福音書二三章八、九節）

  


  　誠実に罪を取り扱い、誠実に自分の知るすべての罪を放棄し、誠実に罪を告白し、誠実に真理を知り、それを行うことを願い、誠実に神の御言葉を受け入れるなら、種蒔きに適した良い土地ができあがります。このような心の中で、神の御言葉は効果的に働くことができます。このような心の中で、種はすぐに根をおろし、「十字架の言葉」は完全な力を現します。


  　毎日、御霊によって啓示される神の御言葉を堅く握りしめ、誠実に従うなら、魂は信仰から信仰へと導かれ、常に成長するでしょう。御父は農夫です。彼は御霊を遣わして、御子を受け入れる人を個人的に世話されます。そして、内側で、静かに、絶えず働いて、忠実に御業をなさいます。


  



  いのちの種の成長


  
    「御言葉を聞き、それを保ち、（無理矢理成長させようとしてせかすのではなく）忍耐をもって実を結ぶ。」（ルカによる福音書八章十五節）

  


  　種が成長している間、それを見ている必要はありません！種が根をおろしたかどうか見るために、土を掘り返す必要はありません！「神の王国はこのようなものです。ある人が土地に種を蒔き、そして夜昼、寝起きしていると、その種は芽を出し成長していきますが、どのようにしてそうなるのか、その人は知りません」（マルコによる福音書四章二六、二七節）。


  　神の霊の注意深い顧みの下で、種は自分の働きをなし、戦って自分の場所を確保します。種を蒔く人が、御霊を流す清い管となってメッセージを受け取り、いのちの言葉を供給するとき、神の霊はその種を適切な土地に送ってくださるでしょう。そして、種を蒔く人は自分の道を進むことができるでしょう。種は放っておいても大丈夫です。なぜなら、種は自分で芽を出し、しかるべき時に実を結ぶからです。「初めに葉、次に穂、次に穂の中に十分実った穀粒ができます」（マルコによる福音書四章二八節）。


  　忍耐が必要です。おお、「イエス・キリストの忍耐」が必要です！


  　「農夫は、大地の貴重な実りを、耐え忍んで待っています」（ヤコブの手紙五章七節）。種が絶えず成長して、「初めに葉、次に穂」を生じる間、農夫は耐え忍んで待ちます。彼は、地面から芽を出したばかりの小さな緑色の葉に向かって、「地に落ちて死ぬ」ことを話しません。緑色の茎が現れて、高く伸び始めても、彼はこれを黙っています。緑色の穂が形をなして、「十分実った穀粒」になる準備をしている時も、まだ色が緑の間は、土地に蒔かれるにはほど遠いのです。


  　神の子供よ、忍耐しなさい！待つことを学びなさい。自分自身や人々に関して、神に時間を与えることを学びなさい。「神は、ご自身を待ち望む者のために働かれる」。「野のゆりがどのように成長するのか、よく考えてみなさい。それは労苦しません」。しかし私たちは、成長しようとなんと労苦することか！私たちは、自分の魂を見張り、顧みることで、負担を重くしているのです！


  　誠実な心よ、聖霊に拠り頼みなさい。神の息である聖霊は、毎日、あなたにご自身を息吹き込み、あなたの中に植えられたいのちを生かし、養ってくださいます。聖霊は、ご自身の御言葉がこれを遂行するのを見張り、永遠のいのちを「初めに葉、次に穂、次に穂の中に十分実った穀粒」へと成長させてくださいます。


  　しかしここで問題なのは、「主は私の協力をどれくらい必要とされるのか？」ということです！主があなたに求めておられるのは、あなたが毎日、自分自身を彼に全く明け渡し、彼が啓示されるすべての光に絶対的に従うことです。なぜなら、次の記述は真実だからです。


  
    「……神への全き信頼ほど、あなたを速やかに進歩させるものはない。」

  


  
    「神は常に現存して、魂のいのちに常に働いておられる。また神は、魂を束縛から解放するために常に働いておられる。（中略）神のこの内なる働きは、決してやんだり、変わったりすることはない。しかしながら、この神の内なる働きを常に妨げるものが一つだけある。それは、私たち自身の性質や能力から出た働きである。悪人は地的な欲望に従うことによって、神の働きを妨げる。善人は、自分自身の方法で、自分の生来の力、働き、計画（これらは上辺は聖なるもののように見える）によって良くなろうとして、神の働きを妨げる。」（ウィリアム・ローの「霊の力」より）

  


  　農夫なる主は、順調に成長する麦の穂を見て満足されます。主は、それが「黄金色の穀粒」になるのを、まだ期待しておられません。小さな緑色の穂よ、忍耐しなさい。忍耐が必要です。「信じる者は急ぎません」。


  　時が過ぎていきます。小さな緑色の穂は、成長させてくださる神に信頼して、自分が成長しつつあることをほとんど忘れてしまいます。穂は、暗闇の日も、晴れの日も、御父の御手から受け取ります。そして、暗闇の日には神に信頼し、晴れの日には喜びます。


  　穂は「労苦する」のをやめて、主に信頼し続けます。ある日目覚めると、「穂の中に十分実った穀粒」があるではありませんか！それまで麦穂は、「成長があまりにも遅いので、自分は実際に実を結ぶことはないだろう」と思っていたのです！最初に穀粒が生じた時、それらは未成熟で、何の役にも立たないように見えました。穂は中身のない、空っぽのさやのようでした！穂は、「黄金色の穀粒が実ることは決してないだろう」と自分に言い聞かせていました。そうこうしているうちに、幾日も過ぎていきました。「義の太陽」が心の中を照らし、御霊の雨が御父から送られました。そしてついに、実が熟しました。穂の中の十分実った穀粒は、太陽の日射しを浴びながら、茎のてっぺんで風に揺れています。


  



  成熟した麦粒


  
    「三十倍、六十倍、百倍の実を結びます。（中略）実が熟すと、すぐに彼はかまを入れます。」（マルコによる福音書四章二〇、二九節）

  


  　種を蒔く人が蒔いた種は、「穂の中の十分実った穀粒」になりました。さてここで、麦粒の集団を離れ、百倍の実の中から一粒の小さな麦粒を選んで、その物語を追うことにしましょう。


  　その小さな麦粒は、自分が多くの麦粒の一つであることを見いだします。麦粒はみな、茎のてっぺんの快適な住まいの中で、一つにまとまっています。麦粒は、楽しい仲間たち、太陽の日射しの中の暮らし、さわやかな雨、素晴らしい夏の大気を享受します！


  　これが麦粒の最終目的地でしょうか？これが麦粒の目標であり、その存在理由でしょうか？もしその麦粒が話せたなら、それは地面から芽を出したばかりの小さな麦の葉に向かって、「ここに上っておいでよ」と言うかもしれません。あるいは、小さな麦の葉のことなどすっかり忘れて、「万物を遙かに超越した」自分の麗しい生活に夢中になるかもしれません。なぜなら、今の所まで成長する間に、その麦粒は地の万物を離れたからです。地のものがどこにあろうと、麦粒には全く関心がありません。


  　茎のてっぺんには言葉の争いはなく、平和で、地のものから分離されています。またそこには、仲間の麦粒たちとの楽しい交わりがあります。しかし、麦穂の中には百個の麦粒が入る場所しかありません。そのため、その小さな麦粒の視野は狭くなりがちです。また、「自分たちのように『十分実った穀粒』は他にない」と考えがちです！


  　神の子供たちの多くは、この麦粒のようです！彼らは主を知ることを追い求め、楽しい仲間たちと共に成長し、恵まれた環境に囲まれています。毎日が輝いており、交わりは楽しく、集会、聖書朗読、神への奉仕は喜びに満ちています！快適な住まいから外を見渡して、恵まれない人々をあわれむのは、なんと気楽でしょう！霊的な自己陶酔にひたるのは、なんと気楽でしょう！「聖いけれども、かたくなである」ことが、ここでの危険です。なぜなら、真に聖別されている魂でも、自分自身の殻の中に閉じこめられ、制限されるおそれがあるからです。また、勝利している魂でも、自分の経験のレベルに達していない人々に、つらくあたるかもしれないからです。私たちは「神のために働く」方法を知っているかもしれません。しかし、人々の信仰のいけにえと奉仕の上に注ぎ出されようとする、自己犠牲の情熱に欠けているかもしれません。使徒パウロは自己犠牲の情熱に満ちていました（ピリピ人への手紙二章十七節）。


  



  農夫である主は満足されたか？


  



  　いいえ、主はその麦粒のために、さらに完全な御旨を持っておられます。麦粒は自分の存在目的をまだ全うしたわけではありません。確かに、麦粒は成熟しました。それまで、その麦粒の主要な目的は成長することでした。麦粒は、「黄金色の麦粒」になるために、必要な栄養をすべて吸収しました。


  　今や、成熟した麦粒の前に、三つの道が広がっています。


  



  １．天の倉に納められる


  
    「彼は自分の麦を倉に納めます。」（マタイによる福音書三章十二節）

  


  　たとえ、麦粒がサタンによってふるいにかけられ、悲しみや試みによって翻弄されても、御父は「一つの麦粒も地に落ちない」（アモス書九章九節）と約束されました。人の子なる主は、大いなる刈り取りで、麦を倉に納められます。しかし、倉に納められることは、麦粒に到達可能な最高の結末ではありません。にもかかわらず、自分自身の救いや聖化を究極的目標にしている人が大勢います。


  



  ２．パンをつくるために用いられる


  
    「パンのための麦は砕かれる。」（欽定訳）、「否、それをいつまでも脱穀することはしない。彼はそれを圧搾されない。」（イザヤ書二八章二八節）

  


  　倉に集められる麦は、脱穀されますが砕かれません。しかし、成熟した麦粒がさらに役立つものとなるには、砕かれなければなりません。御父のパン麦は砕かれる必要があります！しかし、圧搾されて役に立たなくされることは決してありません。


  　これは、キリストの苦難にあずかって、「苦難を通して完成」されることを、意味するのではないでしょうか？なぜなら、「弟子は師のように完成されなければならない」（ルカによる福音書六章四〇節）からです。


  



  ３．種粒の一つになって、多くの実を結ぶ


  
    「一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それは一粒のままです。しかし、もし死ねば、多くの実を結びます。」（ヨハネによる福音書十二章二四節）

  


  
    「あなたが蒔くものは、死ななければ生かされません。」（コリント人への第一の手紙十五章三六節）

  


  　砕かれたパン麦と、地面に埋められた麦粒は、神の働きの二つの面を表します。神はご自身の永遠の栄光のために、「人の魂の中にある神のいのち」を最高度に発達させられます。


  　パン麦は神の側から見た面を表します。パン麦は砕かれることによってキリストのかたちに同形化されます。聖所にある「神のパン」（レビ記二一章二一節）は、イエスの御性格を意味しました。またそれは、彼が御父の喜ぶ者として、完全に御父に受け入れられたことを意味しました。さらに、「私たちは数は多くとも一つパン、一つからだなのです」（コリント人への第一の手紙十章十七節）と記されています。パンは多くの麦粒からできています。多くの麦粒は、ひきこなされ、火によって組み合わされて、一つパンに形造られます。そのように私たちは、私たちのかしらであるキリストに結合され、彼にあって、彼と共に、聖所にある「神のパン」になります。


  　地面に埋められた麦粒は、人の側から見た面を表します。「死は私たちのうちに働き、いのちはあなたたちのうちに働きます」（コリント人への第二の手紙四章十二節）とあるように、芽を出した麦粒から、神聖ないのちがほとばしり出ます。これは人々の信仰のいけにえと奉仕の上に注ぎ出されること――人々が祝福されるために、自己を忘れ、自己を減少させること――を指すように思われます。


  　農夫なる主がこれを成就される方法を見るために、地面に埋められた麦粒の歴史に進むことにしましょう。


  
    倉への途上、

    その死は、他の者にいのちとなる。

    喜んで死に、喜んで進む。

    決して「いいえ！」と答えない。

    他の者のために、畑を離れて死ぬ。

    「あなたに忠実であらせてください」が、その心からの叫び。

    それゆえ、私を取り、私を用い、私を粉々に砕いてください。

    あなたの御手とあなたの御心に、私は忠実に信頼します。

    （エバン・ロバーツ）

  


  



  第三区分 地面に埋められた麦粒


  



  
    彼は別のたとえを彼らに語られた。……良い種を蒔く者は人の子です。畑は世界です。良い種は王国の子供たちです。（マタイによる福音書一三章二四、三七節）

  


  



  　ここで述べられている種蒔きは、御言葉の種を蒔くこととは明らかに違います。ここでは、人の子ご自身が「畑である世界」の中に「王国の子供たち」を蒔かれます。


  　御言葉の種を良い地に蒔いた結果、十分実った麦粒ができました。ここで述べられている種蒔きは、それらの麦粒を蒔くことです。主は、ご自身の働き人たちを用いて、いのちの言葉を蒔かれます。しかし主は、麦粒の一つ一つを、釘で刺し通されたご自身の両手に納められます。これに関して、主は決して何ものにも信頼されません。主は、「わたしはわたしのために彼女を地に蒔こう」（ホセア書二章二三節）と仰せられます。「彼女」とは誰でしょう？それは、主が荒野にいざなわれた者です。それは、「わたしは真実をもってあなたと契りを結ぶ。（中略）そして、あなたは主を知るであろう」（ホセア書二章十九、二〇節）という御声を聞かせるために、主が地のあらゆるものから引き離された者です。それは、最初の麦粒である主に結合された者です。


  
    「主は言われる、その日（あなたがわたしを『私の夫』と呼ぶ日、十六節）わたしは答える。わたしは天に答え、天は地に答える。地は穀物とぶどう酒と油に答え、それらは『神が蒔かれる者』に答える。そして、わたしはわたしのために彼女を地に蒔こう。」（ホセア書二章二一～二三節）

  


  　創造主は天の願いに答えて、天の祝福を地上に注ぐよう、天に命じられます。天は地の叫びに答えて、前の雨と後の雨を降らせます。これを受けて、地は穀物とぶどう酒と油に答え、それらを豊かに生じさせます。天と地は一つになって、「神が蒔かれる者」である麦粒に対する主の御旨に答えます。


  　この時、主に結合された魂の明け渡された生活を通して、次の御言葉が実現します。


  
    「わたしは、わたしの民ではなかった者たちを、わたしの民と言おう。そして彼らは、『あなたは私の神』と言おう。」

  


  　現在の終末の時代、聖霊は、「山々の頂に穀物を豊かに生じさせる」ために*地に対して速やかに働いておられます。このような時代にあって、なんと多くのことが神の奥義を識別することにかかっていることでしょう。


  
    *その実りは「レバノンのよう」です（詩篇七二篇十六節）。

  


  　確かに、次の御言葉は今日真実です。


  
    　「主は言われる、『見よ、このような日々が来る。その時には、耕す者は刈る者に相継ぎ、ぶどうを踏む者は種を蒔く者に相継ぐ。山々は甘いぶどう酒をしたたらせ、すべての丘は溶ける』。」（アモス書九章十三節）

  


  　さて、麦粒に戻って視覚教材を見ることにしましょう。そして、この視覚教材から、この終末の時代にあって、釘で刺し通された神の御手に自分を明け渡すことを学びましょう。そうするなら、神の完全な御旨が私たちによって成就されるでしょう。


  　主に結合されて主と「一つ霊」となった麦粒は、自分の存在法則に目覚めます。そして、地に蒔かれるために自分自身を神の御子に明け渡します。その麦粒は、どんな代価を払っても豊かな実を結ぶことを、神に叫び求めます。麦粒の人生の目的が成就され始めます。その麦粒は、「自分の」進歩や「自分の」成長に夢中になることの中に利己的な要素があるのを見ます。麦粒は一人だけ倉に納められるのを極力避けます。


  　天の農夫なる主は、聖霊によって促された麦粒の叫びを聞いて、その祈りに答える準備を静かに開始されます。主は穏やかに、気づかれないように、麦粒をその住まいに縛りつけているものから解き放されます。そして、麦粒を地に蒔く準備をされます。


  　主が叫びを無視されたかのように見えるかもしれません。小さな麦粒は、「どうして主は祈りに答えてくださらないのだろう？」と不思議に思います。しかし、大気と日射しは静かに働きを進めます。その麦粒は、自分でも気づかぬうちに成長します。そしてついに、古い束縛から解き放たれる時が来ます。麦粒は放り出されて、地面に落ちます。そこは暗く、孤独で、見慣れない場所です。


  　いったい、何が起きたのでしょう？


  　その小さな麦粒は、実を結ぶことを求めたのであって、このような見慣れない道を求めたのではありません。太陽の日射し、昔の仲間たち、過去の幸いな経験はどこへ行ったのでしょう？「ここはどこでしょう？」、「これにはどんな意味があるのでしょう？」と、孤独な麦粒は叫びます。「自分はもはや役に立たないのでしょうか？」。「私の快適な住まいや、これまで親しんできた居心地の良い環境はどこに行ったのでしょう？」。「地上のこの暗い場所は居心地が悪いです。しかも、私の美しい服を損なっているようです。茎の頂の小さな家に住んでいた時、私の服は非常に美しかったのです。あの頃、私は地から遠く離れ、万物を遙かに超越していました」。小さな麦粒はこう考えます。


  　まもなく、麦粒は、自分のおおいが粉々になっていくのを見て、ショックを受けます。これは最悪です。外側の美しさを保てた間は、孤独や、暗闇や、役に立たないことにも辛抱できました。「ああ、私がこのように後退するとは！どうしてこんなことがあり得るのでしょう？」


  　さらに、麦粒は周囲の状況に「翻弄されて」いるかのようです。麦粒は周囲の状況によって砕かれて、自分自身を守ることも、以前のように「万物を遙かに超越する」こともできません。地上の物事によって再び動揺させられようとは、全く思いもよりませんでした。


  　その間、その小さな麦粒は神の信実さに信頼して安息します。自分に対する奇妙な取り扱いにもかかわらず、麦粒は主が信実な神であることを知っています。また、主が盲人のような自分を、自分の知らない道で安全に導いてくださることも知っています。麦粒は詩篇の作者と共に、「私はなおも主をほめたたえます。主は私の神、私の容貌を健やかにしてくださいます」と叫びます。


  　かわいそうな小さな麦粒！暗い地面の中で踏みつけられ、埋められて見えなくなり、無視され、忘れ去られてしまいました。この麦粒は、かつてとても尊敬されていました。他の群れの麦粒たちは、それを見上げて、その意見に敬意を払って聞き入りました！


  　麦粒は、昔のある人のように、「人々は私に聞き入って待ち、私の意見にも黙っていた。（中略）彼らは雨を待つように私を待った。（中略）私が彼らにほほえみかけても、彼らはそれを信じることができなかった。（中略）私は彼らの道を選んでやり、首長として座についた。（中略）私は、嘆く者を慰める者のようであった。しかし今は―――！」と叫びます（ヨブ記二九章二一～二五節。三〇章一節）。


  　今や、その麦粒は独りぼっちになり、忘れ去られてしまいました。麦粒は、「私はあわれんでくれる者を探したが、だれもいなかった。慰めてくれる者を探したが、見つからなかった」と叫びます。他の神の子供たちは、「主が傷つけられた者たちの悲しみについて語る」かもしれません。しかし、おそらく、彼らはとりなす負担を持たず、心のうちで苦しまず、涙も流さないでしょう。彼らは、「自分も肉体を持っているのですから、苦しめられている人々を思いやりなさい」（ヘブル人への手紙十三章三節）という御言葉を実行しないでしょう。


  　地面に埋められた麦粒よ、神に「はい」と言いなさい。主はあなたの祈りに答えておられるのです。


  　おそらく、過去のあなたは成功した奉仕や幸いな経験に夢中になっていたのでしょう。あなたは誘惑や小さな麦の葉が直面する困難を少しも理解できませんでした。あなたは、「自分も誘惑されないように注意する」かわりに、失敗を犯した者たちを厳しくあしらいました。


  　あなたは、地面から芽を出したばかりの小さな緑色の葉に向かって、「あなたはもっと成長しなければ『なりません』、もっと成熟しなければ『なりません』」と言いました。


  　だれかが彼らを踏みつけて、彼らが地面に向かってかがんだ時、あなたは彼らのことを「弱い」と思いました。


  　彼らの信仰が弱かった時、あなたは彼らを落胆させて、「彼らを受け入れ」ませんでした。また、愛をもって彼らの弱さを忍耐しませんでした。あなたは、より成熟している自分が見ているものを、彼らにも見せようとしました。あなたは待つ方法も、彼らを励ます方法も、彼らに成長する時を与える方法も、理解しませんでした。あなたは彼らをせかすことを願いました。そして、彼らが「主を知る」ことを追い求める時だけ、彼らの視力は増し加わることを、見ていませんでした。


  　地面に埋められた麦粒よ、あなたは、人々が遭う誘惑や悲しみに対して、「心の苦しみや多くの涙」に欠けていました。それゆえあなたは、「あなたの兄弟に関して、真に有罪」でした。あなたは自分を守りました。あなたは地面に向かってかがむことを恐れ、「多くの人を得るために、弱い者には弱くなる」ことを恐れました！


  　さて、麦粒の視覚教材が解き明かす王国の奥義を学びましょう。ただし、それは視覚教材にすぎないことを覚えておく必要があります。あなたの内にある神のいのちは、あなたが神ご自身の御手によって砕かれなければ、実を結べませんでした。主は、あなたが地的な環境、試み、孤独、はずかしめに遭うことを許されました。それは、あなたを解放して、神から来る豊かないのちに至らせるためでした。


  　成長の各段階でさらに成長することを願うなら、以前必要だった多くのものを捨てなければなりません。最初、いのちの胚珠は書き記された御言葉の外形の中に隠されています。殻は無くなる（つまり、私たちの記憶の中から無くなる）かもしれませんが、いのち――生ける御言葉――は残ります。成長に適した条件の下、種をふさぐものから清められた「誠実で善良な心」の中で、そのいのちは成長します。いのちは、「葉、茎、穂、穂の中の十分実った穀粒」と記されているように、様々な外形を示します。


  　時が満ちた時、ナイフが必要になります。なぜなら、過去の支えを取り去り、過去の経験から分離し、かつて役立った外側のものを過ぎ去らせなければならないからです。緑色の葉、茎、麦穂は、いのちのための単なる外側の覆いにすぎませんでした。いのちは、それらを通して成熟し、自分を犠牲にして実を結びました。


  　麦粒は、過去の支えを取り去られ、過去の環境から引き離されました。しかし、さらなる剥ぎ取りを経なければ、その成熟した麦粒の内にあるいのちは、百倍の実を結べません。麦粒は、実を結ぶことを妨げる外側の殻を砕かれなければなりません。


  　誠実な心は、神の全き御旨が自分の内に成就されるよう、神に叫び求めます。聖霊はこのような人々の中で、たとえ彼らが彼の働きを理解していない時でも働かれます。内なる霊のいのちが彼らを次の段階に進ませる時、彼らが出会う危険は、過去の経験、過去の助け、過去の支えにしがみつくことです。特に、その段階が「上向き」ではなく、「下向き」に見える時、この危険が大きくなります。しかし、今見ている視覚教材によると、「下向き」の道は実を結ぶことを意味し、「上向き」の道の連続は麦粒が成熟に至る過程を意味します。


  　これが実際いかなる経験を意味するのかは、聖霊だけしか理解させられません。ここでは、神に信頼して神の取り扱いに自分を明け渡すことを学ぶために、神の働きの諸原則をいくつか知れば十分でしょう。そうすれば、私たちは神の働きを「奇妙に思」わないでしょう。神は私たちを「極度に圧迫し」、「生きる望み」さえも失わせ、「私たち自身のうちに死」という答えを持たせます。それは、私たちが自分自身に信頼するのではなく、死人を復活させる神に信頼するようになるためです（コリント人への第二の手紙一章九節）。


  



  多くの実


  
    「一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それは一粒のままです。しかし、もし死ねば、多くの実を結びます。」（ヨハネによる福音書十二章二四節）

  


  
    「死は私たちの内に働き、いのちはあなたたちの内に働きます。」（コリント人への第二の手紙四章十二節）

  


  　ついに、その麦粒は人の目から隠されることを喜ぶようになります。それは踏みつけられることを喜び、神が選ばれた孤独な一角に静かに横たわることを喜びます。それは、人々から「失敗者」とみなされることを喜びます。それは、輝かしい経験からはほど遠い、神の御旨のうちに生きることを喜びます。それは、他の麦粒たちとの楽しい交わりから遠く離れた、孤独と孤立の中に住むことを喜びます。


  　その小さな麦粒は、キリストとその死の中で交わることの意味を多少学びました。そして今、「わたしのために自分のいのちを失う者は、それを見いだします」（マタイによる福音書十六章二五節）という御言葉が実際のものとなります。


  　静かに、確実に、神聖ないのちは豊かな実を結び始めます。その麦粒は自分自身を与えて、「自分のいのち」を離れました。しかし、麦粒は依然として生きています。今や、主のいのちの中で生きています。


  　地面に埋められた麦粒は、忘れ去られて満足します！なぜなら、実った畑を見る時、いったい誰がその麦粒を思い、それが暗闇の中で経験した悲しみや苦しみを思うでしょう？しかし、その麦粒は満足します。なぜなら、自分の存在法則が全うされるからです。その麦粒は自分と自分の益を放棄しました。そして今、他の麦粒たちの中に生きています。それは、自分から百倍の実が生じたことを知らせようとは思いません。


  　そのように、キリストご自身も、その魂を死に至るまで注ぎ出されました。その結果、彼は「自分の種（子孫）を見」、自分の魂の苦しみを見て満足されました。なぜなら彼は、彼が贖った者たちの中で再び生きるからです。こうして、神の素晴らしい法則――霊の世界で繰り返される自然界の法則――により、神ご自身によって蒔かれた最初の麦粒は、同じ性質と同じ存在法則――「もし死ねば、多くの実を結ぶ」――を持つ、他の麦粒たちの中に複製されます。


  



  死から出たいのち


  
    「もし死ねば、多くの実を結びます。（中略）だれでもわたしに仕えるなら、わたしについて来なさい。わたしのいるところに、わたしに仕える者もいるべきです。（中略）御父はその人を尊ばれます。」（ヨハネによる福音書十二章二四、二六節）

  


  
    「なぜなら、あなたたちは死んだのであり、あなたたちのいのちは、キリストと共に神の中に隠されているからです。」（コロサイ人の手紙三章三節）

  


  　私たちは、地に落ちて死ぬために下り道を行く、小さな麦粒を見てきました。麦粒は「この世にあって自分のいのちを憎み」ました。そして今、そのいのちはキリストと共に神の中に隠されています。


  　「わたしのいるところに、わたしに仕える者もいるべきです」。隠された道を行く孤独な麦粒が、砕かれ、剥ぎ取られることに同意している間、その内側にある神聖ないのちは人々にあふれ流れます。そして、昇天された主との、より強い、より豊かで、より純粋な合一に向かって、静かに成長します。「わたしのいるところに、わたしに仕える者もいるべきです」―――十字架と墓に至るまでわたしについて来る僕は、わたしと共に御父のもとに行くでしょう。そして、その人の「いのちは天にとどまる」（ピリピ人への手紙三章二〇節、コニーベア）でしょう。「わたしのいるところに、彼らもわたしと共にいるためです」（ヨハネによる福音書十七章二四節）。


  



  模範としての最初の麦粒


  
    「今、わたしの魂は騒いでいます。わたしは何と言いましょうか？父よ、この時からわたしを救ってください。しかし、このためにこそ、わたしはこの時に至ったのです。父よ、御名の栄光を現してください。」（ヨハネによる福音書十二章二七、二八節）

  


  　主キリストでさえ、詩篇二二篇で予告されていた荒廃と苦難の時に近づいた時、困惑されました。御父が御顔を隠されたことは、心臓破裂や釘や槍以上につらいことでした。主はご自身を救うこともできました。主は御父にお願いして、天使の群れにご自身の命令を行わせることもできました。しかし、もしそうしていたら、神と小羊にささげられる初穂たちはどうなっていたでしょう？


  　「今、わたしの魂は騒いでいます。わたしは何と言いましょうか？父よ、わたしを救ってください」。しかし、主の祈りは、「父よ、御名の栄光を現してください」でした。


  あなたが御顔を隠される時、

  ―――あなたの御名の栄光を現してください。


  あなたが私の苦い叫びに対して沈黙される時、

  ―――あなたの御名の栄光を現してください。


  人々が私を非難し、私をさげすむ時、

  ―――あなたの御名の栄光を現してください。


  「神に見捨てられたのだ」と嘲られる時、

  ―――あなたの御名の栄光を現してください。


  私が水のように注ぎ出される時、私の心臓が停止する時、

  私の力が尽き果てる時、私が死のちりにもたらされる時、

  ―――あなたの御名の栄光を現してください。


  　もし小羊の行く所へはどこにでもついて行くなら、御父はキリストに保証されたように、私たちにも、「わたしはすでに栄光を現したし、またもう一度栄光を現そう」と保証してくださるでしょう。


  
    「勝利を得る者を、わたしと共にわたしの座につかせよう。それは、わたしが勝利を得て、わたしの父と共に父の御座についたのと同じである。耳のある者は、御霊が諸教会に言われることを聞きなさい。」（黙示録三章二一、二二節）

  


  



  付録Ａ （神の側から見た）麦粒の隠された生活


  



  
    なぜなら、あなたたちは死んだのであり、あなたたちのいのちは、キリストと共に神の中に隠されているからです。（コロサイ人への手紙三章三節）

  


  
    わたしがいる所に、わたしに仕える者もいるべきです。（ヨハネによる福音書十二章二六節）

  


  
    わたしがいる所に、彼らもわたしと共にいるためです。（ヨハネによる福音書十七章二四節）

  


  



  　地面に埋められて見えなくなった麦粒は、不朽のいのちの力により、キリストと共に神の中でなおも生きています。神は今日、この麦粒が示す王国の奥義を、ご自身の子供たちの多くに教えておられます。


  　「自分のいのち」を「憎」んで、主のいのちにあずかればあずかるほど、彼らは「来るべき時代の力」（ヘブル人への手紙六章五節）を味わい、嗣業の担保*を持ちます。彼らはキリストに結合され、神の中に隠されて、あらゆる尊い事柄の源にとどまります。そして御座でとりなして、「国々に対して権威」を行使し、「敵のすべての力に対して」力を振るいます。まさに、「あなたは幼子たちの口を通して、力を打ち立てられました。（中略）それは、敵と復讐する者とをしずめるためでした」（詩篇八篇二節）と書かれてあるとおりです。彼らは、昇天された主との、生き生きとした、隠された合一の中にとどまることにより、「多くの実」を結びます。彼らは主の中に住みます。他方、約束にしたがって、主は彼らの中に住まわれます。そして主は、いつまでも残る実――その実は裁きの座における火の検査にも耐えられます――を生み出すことにより、彼らを通して御父の栄光を現されます。


  
    *「死すべきもの」が「いのちに飲み尽くされる」時（コリント人への第二の手紙五章四節）、彼らは満ち満ちたいのちを嗣業として受け継ぎます。今日、彼らはそのいのちの一部を担保として持ちます。

  


  　主は、ご自身が教えたことを、まさに体現されました。この御方が、祈りの面における隠された生活の特徴を、マタイによる福音書第六章で解き明かしておられます。


  　一．その祈りは、他の人々が考えなかった祈りです。マタイによる福音書六章五節。


  　二．その祈りは、公のものでも、個人的なものでも、「戸を閉めて神に祈る」祈りです。神に近づいて、神だけを見、神の御声だけを聞く時、神の中に隠されている者たちは、神の臨在の内なる部屋の中にいます。マタイによる福音書六章六節。


  　三．その祈りは、言葉数が多い祈りというよりも、心の祈りです。彼らは「空しい言葉を繰り返す」必要はありません。なぜなら、主が祈りを聞いておられることを自覚するとき、自分がすでに主に願ったこともわかるからです。マタイによる福音書六章七節。


  　四．その祈りは、確実に答えられる祈りです。なぜなら彼らは、自分の必要を知っておられる御父に向かって語るからです。「あなたたちは、悪い者ではあっても、自分の子供には良い物を与えることを知っています。とすれば、なおのこと、天におられるあなたたちの父が、どうして、求める者たちに良いものを下さらないことがありましょう」。マタイによる福音書六章八節。


  　五．その祈りは、明確でポイントをついた祈りです。御父の御心を知っておられる神の御子は、「あなたたちはこのように祈りなさい」と言って、言葉数が少なくても祈りの答えを受けられることを、彼の子供たちに教えてくださいました。マタイによる福音書六章九節。


  　六．その祈りは、子供が父に向かって祈る祈りです。また、「天におられる私たちの父よ」という句からわかるように、その祈りは他の子供たちと共に祈る祈りです。マタイによる福音書六章九節。


  　七．その祈りは、神の栄光と神の王国を第一とし、個人的な関心をすべて後回しにする祈りです。「あなたの御名があがめられますように。あなたの王国が来ますように」。マタイによる福音書六章九、十節。


  　八．その祈りは、明け渡された意志をもってする祈りです。彼らは、神の御旨が天で行われているように、自分のうちにも確実に速やかに行われるよう、自分の意志を神の御旨に明け渡します。マタイによる福音書六章十節。


  　九．その祈りは、贅沢を求める祈りではなく、必要なものを求める祈りです。「私たちの日ごとのパンを今日も与えてください」という祈りは、簡素な生活と、持っているもので満足することを意味します。マタイによる福音書六章十一節。


  　十．その祈りは、愛と赦しの霊によって祈る祈りです。「自分に負債のある者を赦す」からこそ、私たちは「私たちの負債を赦してください」と主に求めることができるのです。マタイによる福音書六章十二節。


  　十一．その祈りは、悪の恐ろしい力や悪しき者を知りつつ、神の守りに信頼して祈る祈りです。悪や悪しき者は、この世にあって、天の父の子供たちに敵対します。彼らは「この暗闇の世の支配者たち」です。マタイによる福音書六章十三節。


  要約すると、隠された生活とはまさに幼子の生活です。幼子は御父の臨在の中に生き、御父の御旨を行うことを願い、すべての敵から守ってくださる御父に信頼し、周囲に御父の霊を現します。


  　さらに、キリストと共に神の中に隠されている魂は、以下のものを与えられます。


  一．内なるいのちを支える「隠されたマナ」


  
    「勝利を得る者に、わたしは隠されたマナを与えよう。」（黙示録二章十七節）

    「わたしを食べる者も、わたしのゆえに生きます。」（ヨハネによる福音書六章五七節）

  


  二．知恵ある者には与えられない「隠された知恵」


  
    「神の知恵は隠された知恵であり、御霊によって啓示されます。」（コリント人への第一の手紙二章七～十節）

    「あなたはこれらの事柄を、知恵ある者や学識のある者から隠して、幼子たちに啓示してくださいました。」（マタイによる福音書十一章二五節）

  


  三．試みの時にしか得られない「隠された富」


  
    「わたしはあなたに、暗い所にある財宝と、ひそかな所に隠した富を与える。」（イザヤ書四五章三節）

    「わたしはあなたの艱難を知っている。しかし、あなたは富んでいる。」（黙示録二章九節）

  


  　神を愛する者たちは、御父の食卓が与える隠されたマナで養われ、この世の君たちが知らない隠された知恵を教わり、試みと暗闇の時にしか得られない富を受けます。彼らに対して、神は確かに、「すべてのことを働かせて益」としてくださいます（ローマ人への手紙八章二八節）。また神は、彼らを御子――多くの兄弟たちの間の長子――と同じ形にあらかじめ定められました。


  　試みを経なければ、神の満ち満ちた深いいのちの中に入ることはできません。昔、だれかが言ったように、神が私たちを導いて、「限界をはるかに越えた」状況の中を通らせる時、私たちは神とその豊かな恵みを知ります。「限界」点を越えるたび、私たちは神にすがり、神の中に隠れます。「深みにとどまれ」と預言者エゼキエルは言いました。神を頼みとするしかなく、神の中に隠れるしかない状況になければ、どうしてそうできるでしょう？


  　神の中心に深くとどまっている、隠されている魂たちは、次に


  
    舌の争いから「隠され」（詩篇三一篇二〇節）、

    悩みの時に「隠され」（詩篇二七篇五節）、

    嵐から「隠され」（イザヤ書四章六節）、

    神のおられるひそかな所に「隠され」（詩篇三一篇二〇節）、

    御翼の下に「隠され」（詩篇十七篇八節）、

    主の陰に「隠され」ます（詩篇九一篇一節）。

  


  　これらの節は、神ご自身によって取り囲まれる生活について語っています。なぜなら、「私たちは神の中に生き、動き、存在している」からです。


  　最後に、これらの隠されている者たちの外側の奉仕を見ましょう。彼らはもはや、「遣わされ」ないのに「走る」ことはありません。なぜなら、彼らの生活だけでなく、彼らの奉仕も変わったからです。彼らの場所は、今や神の御手の中にあります。「主は私を御手の陰に隠し、私をとぎすました矢として、矢筒の中に隠された」（イザヤ書四九章二節）。


  　このように、キリストと共に神の中に隠されている魂たちは、主の完全な統治下にあります。主は、「とぎすました矢」として彼らを遣わすべき時が来るまで、静かに、しっかりと、彼らを御傍に保たれます。神がその武器を使う時、神は的を射抜かれます。なぜなら、神は人の魂の中にある標的をご存じだからです。


  　活発に用いられていない時、彼らは神の矢筒の中に隠されます。神はいつでも彼らを用いることができます。ああ、とぎすました矢は、さらにとぎすまされて、表面の凹凸を除かれる必要があります。しかし、熟練した職工である主は、ご自身の僕を整える方法をご存じです。


  　「とぎすました矢」は、聖所での隠された働きのために取っておかれます。彼らは神の計画の中に入って、神の御旨を成就します。


  
    「まことに、あなたはご自身を隠される神です。」（イザヤ書四五章十五節）

  


  　「そこに御力が隠されています」（ハバクク書三章四節）という御言葉は、神の最も深い働きは隠された働きであることを示しています。主は隠された王国を用意されつつあります。すべての準備が整うまでの間、主はこの世の王国が存続することを許されます。「この王たちの時代に、天の神は一つの国を起こされます。その国は決して滅ぼされることがありません。（中略）その国はこれらの国々をことごとく打ち砕いて、滅ぼしてしまいます」（ダニエル書二章四四節）。


  　神はまた、ご自身の住まいのために、ご自身の霊を通して、隠された宮を建造されつつあります。また、御子と御座を共有する、隠された花嫁を用意されつつあります。そうです、この恵みの時代においても、神は依然としてご自身を隠される神なのです。神は御力を隠しつつ、静かに御旨を遂行されます。そしてついに、次の御言葉が成就する日が来ます。


  
    「私たちのいのちであるキリストが現れると、その時（私たちも）彼と共に栄光のうちに現されます。」（コロサイ人への手紙三章四節）

  


  
    「彼の裁きはなんと計り知れず、彼の道はなんと極め難いことでしょう！」（ローマ人への手紙十一章三三節）

  


  
    「あなたはこれらの事柄を、賢い者や知恵ある者から隠して、幼子たちに啓示してくださいました。」（マタイによる福音書十一章二五節）

  


  
    「そうです、父よ。これがあなたの目に喜ばしいことだったからです。」（マタイによる福音書十一章二六節）

  


  



  
    もし死ぬなら……

  


  
    「もし死ぬなら」おお、あなたの主が語られる、

    このメッセージを聞きなさい。

    「もし死ぬなら」それは多くの実を結びます。

    これはあなたの救い主の御言葉です。

  


  
    人々のうちにいのちが働くのを見たければ、

    あなた自身は死なねばなりません。

    地に落ちて埋められ、

    死んで暗闇の中に横たわりなさい。

  


  
    しかし、主はあなたを暗闇の中に取り残さず、

    光があなたのまなこを照らします。

    そして、喜ばしい新しいいのちと栄光の中で、

    主はあなたに起きるよう命じられます。

  


  
    その道を歩んで、主のいのちにあずかることを、

    あなたは切望されるでしょうか？

    あなたが死の門をくぐる時、

    主はそこであなたと会われます。

  


  
    あなたは祝福に満ちた秘訣を学ぶでしょう。

    死ぬ者は生き、

    ひそかに注ぎ出されたいのちから、

    収穫が生じます。

  


  
    （フレダ ハンバリー・アレンによる）

  


  



  付録Ｂ 死からいのちへ


  



  　いまだ地に落ちていない麦粒を見よ。……その麦粒は自分自身であり、自分自身を保っており、自分自身のまま残るであろう。それは「孤独」であり、「一粒」にすぎない。我々は、それを傷つけたり、砕いたりしないよう、大事に世話してやらなければならない。それは受けることも、与えることもできない。


  　「地に落ちて死ぬ」。なんと多くのクリスチャンが、この御言葉を意義深いものにする経験を見逃していることか！天のいのちを包み込む自己の上に、それに対抗する力がせわしく働いている。この力は恵みの力である。この力は十字架から来る。そしてこの力は、殺し、生かす権能を持つ神の霊によって執行される。しかし、この力はしばしば、貧困、試み、病気、挫折した計画、厳しい摂理などという「土地」の中で我々に届く。我々は霊を徹底的に剥ぎ取られ、身にまとうものが何もなくなったかのように感じるかもしれない。我々は自己を粉々に砕かれて、人生に何の感興も魅力も感じなくなるかもしれない。


  （中略）


  　しかしこの時、人を生かす方は我々を覆われるのである。試みと死の経験の真っただ中で、不思議ないのちがゆっくりと自分のものになりつつあることを我々は意識する。この新しいいのちとは何か？このいのちを経験したことのない者にそれを説明するのはとても難しい。「私にとって生きることはキリストである」という使徒の言葉で十分であろう。（中略）おそらく、以前なら決して夢にも思わなかったような意味で、「すべては我々のもの」である。そして語り尽くせない祝福の中で、我々は「神のために実を結ぶ」のである。自分のために実を結ぶのではない。

  （Ｃ．Ｇ．ムーアの「震われないもの」からの抜粋）


  



  「私たちは四方から圧迫されますが、窮しません。途方にくれますが、行き詰まりません。……絶えずこの体にイエスの死を帯びています。……私たち生きている者はイエスのために絶えず死に渡されていますが、それはイエスのいのちが私たちの死ぬべき体において現されるためです。こうして、死は私たちの内に働き、いのちはあなたたちの内に働きます。」（コリント人への第二の手紙四章八、十～十二節）
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